
1 

 

植林が村を変えた 

（一財）日本友愛協会 

常務理事 川手正一郎 

 

日本友愛協会にとっての植林活動 

友愛活動の原点は「行動する友愛」であると、友愛協会創立以来、様々な活

動を実践してきました。日中緑化交流基金の助成を受け行っている「友愛植林

活動」も、その具現化の一つです。2001年以来、16年間続けてきました。今で

は、文京区、中央区、千代田区を上回る植林面積となりました。 

 

来て、見て、聞いて･･･視察の醍醐味を満喫 

しかし、この度の植林地視察で植林が地域の友愛化に大きく貢献している事

例を目撃し、目から鱗の感慨を覚えた次第です。 

それは 7 月 11 日広西チワン族自治区来賓市象州県（2003 年 4 月来賓県（当

時）第 3次植林）での植林地視察の時でした。案内役の王（植林地管理人）さ

んが今はダムが出来、植林地の記念碑のところまでは行かれない、そんな説明

から始まりました。車で登って来た道が下り坂になるところで道がダムに向っ

て水面下になっていました。 

 

荒地の山が緑の森に、そして村が豊かになった 

 

 

 

 

 

以前は禿山だったのに何故こんな大きなダムが出来たのか質問すると、次の

ように説明してくれました。 

① 植林事業を推進する為には農家の諒解と協力が必要であり、その為付近の

農家を説得するのに 1 ヶ月を要した。了解を得て植林を実施したところ、
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近くの農家も植林の良さがわかり、植林に協力するようになり、友愛の植

林現場の近くから、次々に植林が広がり付近一帯緑の森となった。 

② 近くの山々の緑化が進み、水が湧き、いくつかの水源地が生まれ川となっ

た。そんな自然環境の変化から 4年前に農業用ダムが建設された。 

③ ダムの完成により、ダムの下流に田や畑が耕され、米や野菜、砂糖キビ、

そして養鶏や養豚まで盛んになり、農家は金に恵まれ、次々に家を建て替

えるようになった。 

④ 農家の環境は大きく変り、年収 10万元を超す農家も現れ、村全体経済的に

豊かになり、今では協力や助け合いが日常的となり、新しい価値観が生ま

れ、村の雰囲気も和やかで全く変ってしまった。村の人たちは最初に植林

した友愛の皆さんに感謝している。 

 

植林は日中友好の未来を拓く 

王さんの説明を聞いて、村が友愛化しているような感じになりました。広い

中国、友愛の最初の植林は 200ha 33万本と、「ハチドリのひと滴」のようなも

のでした。しかし、多くの人々の理解と協力により、次から次へと植林が行わ

れ、緑の山々が誕生した経緯を考えますと、友愛にとって植林は日中友好の確

実な一歩です。 

王さんの説明を伺いながら、ダムの向こうの緑の山々が神々しく、思わず両

手を合わせました。そして、植林は日中友好の確実な未来を拓くと確信しまし

た。今回の象州県の視察は、私の 16 年間の植林事業の中で最も幸せな視察で

あり、生きていて良かったと心から感謝した視察でもありました。この気持ち

は、福建省廈門市同安区の植林地視察でも同じでしたので、写真をお見せしま

す。 

 

 

 

植林の目的は環境と生態系の保全ですが、中国での植林は心と心の交流であ

り、心に輝く緑を育むことと胸に刻みました。 
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分け入っても 分け入っても 青い山 

 

広西チワン族自治区鹿塞県での現場

は鬱蒼たる樹木と２～３ｍのブッシュ

の急坂、記念碑を発見するまでは狐に

つままれた感じでした。「こんなところ

で植林した記憶は全くない」そう思い

ながらブッシュをかき分け進むと、山

道から 50ｍ程登ったところに、黒ずみ

汚れた石の記念碑が建っていました。

友愛の文字とともに派遣者全員の氏名、

2006 年 2 月 19 日と確かに刻まれてい

ました。持っていた紙や布で記念碑の汚れを拭

いながら何故か涙が止りませんでした。近くの

太いユーカリに耳を当て、梢のささやきを味わいま

した。地球の緑は平和のシンボルであり、人の心を癒

し、命を繋ぐ愛の象徴です。帰路、車窓から緑の山々

を振り返り、思わず祈りました。 

 

分け入っても 分け入っても 青い山    山頭火 
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